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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

 

　平成20年８月14日に提出した第38期第１四半期（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）四半期報告書

の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、四半期報告書の訂正報告書を提出

するものであります。

２【訂正事項】
第一部　【企業情報】

第２　【事業の状況】

　１　【生産、受注及び販売の状況】　　　　

　　(3) 販売実績

第５　【経理の状況】

　１　【四半期連結財務諸表】

【注記事項】

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】
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３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線で示しております。

  第一部　企業情報

第２　【事業の状況】

　１　【生産、受注及び販売の状況】

　　(3) 販売実績

　

（訂正前）

　当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

販売高（千円）

デジタルコンテンツ配信事業 328,285

物販事業 149,072

ライツ＆メディアコミュニケーショ

ン事業 
224,055

通信・映像送出事業 192,843

その他事業 91,405

合計 985,662

（訂正後）

　当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

販売高（千円）

デジタルコンテンツ配信事業 328,285

物販事業 149,072

ライツ＆メディアコミュニケーショ

ン事業 
224,031

通信・映像送出事業 192,843

その他事業 91,429

合計 985,662

第５　【経理の状況】

　１　【四半期連結財務諸表】

【注記事項】

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

（訂正前）

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）
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デジタル
コンテン
ツ

配信事業
(千円)

物販事業
（千円）

ライツ＆
メディア
コミュニ
ケーショ
ン事業
（千円）

通信・映
像送出事
業

（千円）

その他事
業

（千円）

計
（千円）

消去又は
全社

(千円)

連結
（千円）

売上高         

(1）外部顧客に対する売

上高
328,285 149,072 224,055 192,843 91,405 985,662 － 985,662

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － 9,254 － 9,254 (9,254)　 －

計 328,285 149,072 224,055 202,098 91,405 994,917 (9,254) 985,662

営業利益 39,275 1,175 8,336 15,278 14,700 78,766 (28,102)　 50,664

（注）１～２　　＜省略＞　

３　事業区分の方法の変更

　　　従来、「その他事業」に含めておりました通信・映像送出事業の売上割合が増加しており、今後もこの傾向が

予想されるため「通信・映像送出事業」として区分することに変更しました。

　　　また、「物販事業」に含めておりました版権関連のグッズ販売並びにその他事業に含めておりました版権関

連のイベント事業は、版権というくくりで集約することが適切であるとして、従来の「コミュニティ事業」

と一体化させ「ライツ＆メディアコミュニケーション事業」と変更しました。

この結果、従来の方法に比較して、当第１四半期連結累計期間の売上高は、「物販事業」が115,457千円減
少、「ライツ＆メディアコミュニケーション事業」が121,872千円増加、「その他事業」が208,512千円減少
（うち、セグメント間内部売上高9,254千円）し、営業利益は、「デジタルコンテンツ配信事業」が10,342千円
減少、「物販事業」が25,412千円増加、「ライツ＆メディアコミュニケーション事業」が9,782千円減少、「そ
の他事業」が20,565千円減少します。
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（訂正後）

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　

デジタル
コンテン
ツ

配信事業
(千円)

物販事業
（千円）

ライツ＆
メディア
コミュニ
ケーショ
ン事業
（千円）

通信・映
像送出事
業

（千円）

その他事
業

（千円）

計
（千円）

消去又は
全社

(千円)

連結
（千円）

売上高         

(1）外部顧客に対する売

上高
328,285 149,072 224,031 192,843 91,429 985,662 － 985,662

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － 9,254 － 9,254 (9,254)　 －

計 328,285 149,072 224,031 202,098 91,429 994,917 (9,254) 985,662

営業利益 26,071 1,519 6,902 15,278 28,995 78,766 (28,102)　 50,664

（注）１～２　　＜省略＞　

３　事業区分の方法の変更

　　　従来、「その他事業」に含めておりました通信・映像送出事業の売上割合が増加しており、今後もこの傾向が

予想されるため「通信・映像送出事業」として区分することに変更しました。

　　　また、「物販事業」に含めておりました版権関連のグッズ販売並びにその他事業に含めておりました版権関

連のイベント事業は、版権というくくりで集約することが適切であるとして、従来の「コミュニティ事業」

と一体化させ「ライツ＆メディアコミュニケーション事業」と変更しました。

　　　この結果、従来の方法に比較して、当第１四半期連結累計期間の売上高は、「物販事業」が143,124千円減少、
「ライツ＆メディアコミュニケーション事業」が149,339千円増加、「その他事業」が208,312千円減少（う
ち、セグメント間内部売上高9,254千円）し、営業利益は、「物販事業」が15,193千円増加、「ライツ＆メディ
アコミュニケーション事業」が10,507千円減少、「その他事業」が19,963千円減少します。
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